
毛呂山町立小・中学校編成計画（案）について

毛呂山町教育委員会



小中一貫教育校の施設形態

毛呂山中学校区
→ 施設隣接型小中一貫校

令和１１年度開設

川角中学校区
→ 施設一体型小中一貫校

令和１１年度開設

「小中一貫教育の更なる充実と、児童生徒の
より良い教育環境を整備するために」
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公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き （文部科学省 平成２７年）

児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合
い、切磋琢磨することを通じて一人一人の資質や能
力を伸ばしていくという学校の特質を踏まえ、小・中学
校では一定の集団規模が確保されていることが望ま
しいと考える。

公立小・中学校の適正規模・適正配置

小学校 → １学年２学級以上が望ましい

中学校 → ９学級以上を確保することが望ましい
2



少子化に対応した活力ある学校づくりに関する参考資料 文部科学省
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少子化に対応した活力ある学校づくりに関する参考資料 文部科学省
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令和２年国勢調査 総務省
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児童のいる世帯の状況 （国民生活基礎調査の概況）
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児童・生徒数の推移（毛呂山町）

（単位：人）
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児童・生徒数の推移

児童数 生徒数 合計

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R5

児童数 3,380 2,902 2,481 2,045 1,895 1,839 1,585 1,291 1,131

生徒数 1,895 1,764 1,445 1,181 951 909 879 754 670

合計 5,275 4,666 3,926 3,226 2,846 2,748 2,464 2,045 1,801

各年度５月1日時点 7



児童・生徒数の将来推計（毛呂山町）

（単位：人）

令和５年５月１日現在
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毛呂山町の児童・生徒数の将来推計

児童数 生徒数 合計

R5 R9 R10 R11 R13 R15 R17

児童数 1,131 902 831 774 724 704 707

生徒数 670 543 538 497 411 357 312

合計 1,801 1,445 1,369 1,271 1,135 1,061 1,019
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今後の学級数と教員数の見込み（毛呂山町）

学校名

Ｒ５年度 Ｒ９年度 Ｒ１１年度 Ｒ１３年度 Ｒ１５年度

児童数
生徒数
（人）

学級数
(学級)

教員数
（人）

児童数
生徒数
（人）

学級数
(学級)

教員数
（人）

児童数
生徒数
（人）

学級数
(学級)

教員数
（人）

児童数
生徒数
（人）

学級数
(学級)

教員数
（人）

児童数
生徒数
（人）

学級数
(学級)

教員数
（人）

毛呂山
小学校

３３１
１４
（2）

１６ ２８７
１４
（2）

１６ ２６６
１４
（2）

１６ ２３３
１２
（2）

１４ ２１５
１０
（2）

１１

川角
小学校

３３８
１６
（４）

１８ ２３０
１２
（３）

１４ １７７
９

（2）
１０ １７３

９
（2）

１０ １８２
９

（2）
１０

光山
小学校

２１６
９

（2）
１０ １８１

９
（2）

１０ １４９
８

（2）
９ １３０

８
（2）

９ １２０
８

（2）
９

泉野
小学校

２４６
１１
（2）

１３ ２０４
９

（2）
１０ １８２

８
（2）

９ １８８
８

（2）
９ １８７

８
（2）

９

毛呂山
中学校

３８８
１３
（2）

２１ ２７２
１１
（2）

１８ ２５３
９

（2）
１５ ２１７

８
（2）

１３ ２０８
８

（2）
１３

川角
中学校

２８２
１１
（2）

１８ ２７１
１２
（３）

１９ ２４４
１１
（４）

１８ １９４
８

（2）
１３ １４９

８
（2）

１３

教員数：教職員配当基準表より（ 校長・教頭・養護教諭・事務職員を除く）
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（）内は特別支援学級数



小・中学校施設の建築年度

毛呂山小学校・・・・昭和４６年度 （建築後５２年経過）

川角小学校・・・・・昭和４２年度 （建築後５６年経過）

光山小学校・・・・・昭和４９年度 （建築後４９年経過）

泉野小学校・・・・・昭和５４年度 （建築後４４年経過）

毛呂山中学校・・・・昭和４７年度 （建築後５１年経過）

川角中学校・・・・・昭和４９年度 （建築後４９年経過）
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毛呂山小学校
昭和46年度

川角小学校
昭和42年度

光山小学校
昭和49年度

泉野小学校
昭和54年度

毛呂山中学校
昭和47年度

川角中学校
昭和49年度

校舎 体育館 校舎 体育館 校舎 体育館 校舎 体育館 校舎 体育館 校舎 体育館

耐
震
補
強

○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

空
調
設
備

○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ △

ト イ
レ改
修

○ ○ ○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○

大規
模改
修

× ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○

小・中学校施設の建築年度及び改修等実施状況

耐震補強工事・空調設備工事・トイレ改修工事は全校で実施済み又は不要
大規模な改修工事は毛呂山小学校体育館を除いて小学校施設は未実施

○：実施済み ×：未実施 △：実施予定 －：不要
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毛呂山町の教育をめぐる状況

児童生徒数の減少

児童生徒数の減少に伴う教職員数の減少

学校施設の老朽化
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毛呂山町の教育をめぐる状況

平成２５～２６年度
毛呂山町立小・中学校将来構想検討委員会

・小学校では各学年２クラス以上、中学校では
各学年３クラス程度確保することが望ましい

・望ましい通学時間の目安を小学校では４０分
以内、中学校では１時間以内とする。なお、４０
分という通学時間は通学距離では概ね３㎞と
する
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毛呂山町の教育をめぐる状況

平成２８～２９年度
毛呂山町学校教育環境等検討委員会

↓

平成３０年
未来を拓く人づくり（小中一貫教育）
プロジェクト基本方針策定

14



15



毛呂山町の小中一貫教育がめざすもの

① 小・中学校９年間の見通しをもち、連続性のある学習活動を展開し、学力や体
力の向上を図る。

② 小学校から中学校へのスムーズな移行により、中一ギャップを解消して中学
校段階での学習のつまずきや不登校の解消を図る。

③ 子どもの学びの連続性について、小・中学校教職員の相互理解を進め、学習
指導 ・生徒指導等の充実・改善を図る。

④ 小・中学校間の連携を通して、学校と家庭・地域との協働体制をつくり、子ど
もの教育環境の充実を図る。

⑤ 小・中学生の交流や合同行事などを通して、中学生には、下級生に対する思
いやりとリーダーシップの育成を、小学生には、目標にすべき身近な生徒像の
具象化を図る。

導入の主なねらい
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基礎 ・ 基本

学級担任制

1年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 中１ 中２ 中３

毛呂山町小中一貫教育義務教育９年間 のとらえ方

夢をもち
世界にはばたく
毛呂山の子ども
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小中一貫教育校の施設形態

毛呂山中学校区
→ 施設隣接型小中一貫校

令和１１年度開設

川角中学校区
→ 施設一体型小中一貫校

令和１１年度開設

「小中一貫教育の更なる充実と、児童生徒の
より良い教育環境を整備するために」
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施設一体型・施設隣接型でめざす小中一貫教育

①教育内容の充実
・小学校での教科担任制の強化
・中学校での教科センター方式の導入

②児童生徒の交流
・異学年理解や協働学習の促進
・リーダーシップや思いやりの育成

③家庭・地域との連携
・会議室やコミュニティルーム、コミュニティスペースの整備
・義務教育９年間の連続した協働
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川角小学校と光山小学校を統合し、川角中学校の敷地、施設を利用した施設一体
型小中一貫校とする。開設目標年度は、令和１1年度とする。

統合年度（川角中学校区）

川角小学校

児童数１７７人
学級数 ９学級
教員数 １０人
R11.5.1推計

光山小学校

児童数１４９人
学級数 ８学級
教員数 ９人
R11.5.1推計

統合小学校 川角中学校

児童数３２６人
学級数１５学級
教員数 １７人
R11.5.1推計

生徒数２４４人
学級数１１学級
教員数 １８人
R11.5.1推計

川角中学校敷地・施設

施設一体型小中一貫校

※教員数：教職員配当基準表より（ 校長・教頭・養護教諭・事務職員を除く）

※統合小学校の特別支援学級は2学級、川角中学校の特別支援学級は4学級
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毛呂山小学校と泉野小学校を統合し、隣接した敷地、施設を利用した施設隣接型小
中一貫校とする。開設目標年度は、令和１１年度とする。

統合年度（毛呂山中学校区）

毛呂山小学校

児童数２６６人
学級数１４学級
教員数 １６人
R11.5.1推計

泉野小学校

児童数１８２人
学級数 ８学級
教員数 ９人
R11.5.1推計

毛呂山小学校敷地・施設

施設隣接型小中一貫校

統合小学校

児童数４４８人
学級数１７学級
教員数 １９人
R11.5.1推計

毛呂山中学校

生徒数２５３人
学級数 ９学級
教員数 １５人
R11.5.1推計

毛呂山中学校敷地・施設

※教員数：教職員配当基準表より（ 校長・教頭・養護教諭・事務職員を除く）

※統合小学校の特別支援学級は2学級、毛呂山中学校の特別支援学級は2学級
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川角中学校敷地イメージ
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1F
渡り廊下

生活科室

昇降口

保健室 図書室

WC WC 配膳室

流し

流し

2F
備品室

配膳室WC

多目的室

WC

普 通 教 室

普 通 教 室 普 通 教 室

川角中学校増築校舎イメージ

子供の成長段階に応じた図書
室の整備

小学校低中学年が多様な学び
を行う多目的室の配置

増築校舎は１年生から４年生
までが利用
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衣 放送室 校長室 会議室 健 準備室 　技術科室 準備室 技術科室

大規模改修 室 室

　第１ 　第２ 視聴覚 家庭科 音楽 第１音楽室

　理科室 　理科準備室 理科室 準備室 調理室 準備室 被服室 　第２音楽室 準備室
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更
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事
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2F 1F

物
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WC ＷＣ

多目的
1FWC

2F
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ＷＣ ＷＣ 給食室 会議室
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外国語室 更衣室

ＷＣ ＷＣ 配膳室
流し 流し

4F
数学室 更衣室

ＷＣ ＷＣ 配膳室
流し 流し

ＷＣ ＷＣ 配膳室
流し 流し

特別支援教室

小学生（５年・６年）普通教室

中学生普通教室

中学生普通教室

川角中学校校舎（R1１)イメージ

中学校の教室を活用した教科
センター方式の導入

小学校高学年からの教科担任
制の強化

９年間を見通した特別支援教
育の実施

小中学生が一緒に生活するた
め、成長過程に応じた更衣室
の配置

小中学校教職員が交流
しやすい職員室の配置 24



毛呂山小学校・毛呂山中学校敷地イメージ

スクールバス
発着所候補地
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特別教室

Ａ
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被服室 相談A 準備室 図工室
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職員用 職員用

用務員室

和 西昇降口 中央昇降口 準備室 理科室

室 更 印刷室 事務室 職員室 校長室 放送室 保健室 会議室

衣

3F

2F

1F

3F

2F

1F学 童 保 育 所

普 通 教 室

普 通 教 室普 通 教 室

特別支援教室

毛呂山小学校校舎（R1１)イメージ

中学校の特別教室・小中一貫教室を利
用し中学校との交流機会を多くしていく
ため、A棟のみ大規模改修

コミュニティスペースとして整備 26
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多目的室 　PTA談話室　 校長室 会議室 ルーム 学習室 相談室
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普 通 教 室
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毛呂山中学校校舎（R1１)イメージ

中学校の教室を活用した教科
センター方式の導入

小学校５、６年生が授業を行
う小中一貫教室を整備
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統合にむけた詳細事項等

部会名 検討事項

総務・PTA部会
〇学校統合等に関すること
〇PTAの統合等に関すること
〇他の部会に属さない内容に関すること

カリキュラム部会
〇学校運営方針、小・中学校９年間を見通したカ
リキュラムの編成、学校組織、学校行事等に関す
ること

施設・備品部会
〇学校施設等に関すること
〇備品の購入、既存備品の継続利用に関すること

通 学 部 会 〇通学路、通学方法等に関すること

学校編成において上記のような詳細事項等
を決定していく必要がある。事務局から原
案を提示し統合準備委員会で検討・決定し
ていく。

統合準備委員会（部会）案

統合準備委員会では必要に応じて部会を設置し詳細な事項を検討することとする。
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今後のスケジュール

令和５年１２月から令和６年１月
〇令和５年議会説明後 教員・PTA等に対する説明会
〇令和５年１２月から１月 保護者（未就学児を含む）に対する説明会
各学校、各園を通して開催通知を送付
各小学校、各中学校、未就学ごとに実施予定
〇令和６年１月 一般住民に対する説明会
各小学校体育館等で実施予定

令和６年１月から２月 パブリックコメント

令和６年３月 編成計画策定

R6 R7 R8 R9 R10 R11

川角中学校区 基 本 設 計 実 施 設 計 第１期工事 第２期工事 開校

毛呂山中学校区 実 施 設 計 第１期工事 第２期工事 開校

工事等スケジュール
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